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（１） 

「歩
い
て
知
ろ
う

薭

田
野
町
」 

 
 

 
 

が
開
催
さ
れ
る 

（
平
成
二
五
年
十
二
月
二
三
日
） 
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「年
末
特
別
警
戒
」が
実
施
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
成
二
五
年
十
二
月
二
八
～
三
十
日
） 

民
生
委
員
・児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
成
二
五
年
十
二
月
一
日
） 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
、
民
生
委
員
・児
童
委
員
の
改
選
が
実
施
さ
れ
、

次
の
方
々
に
今
後
三
年
間
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
担
当
地
区
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
・敬
称
略
） 

  

《民
生
委
員
・児
童
委
員
》 

     

西
佐
伯
区
・芦
ノ
山
区   

藤
野 

照
雄(

再
任
・総
務
） 

    

鹿
谷
区
・加
茂
の
坂
町 

  

竹
岡 

克
子
（
再
任
・副
総
務
） 

    

上
佐
伯
区                 

大
石 

冨
士
子
（
再
任
） 

 
 
 

天
川
区                    

東
前 

佐
和
子
（
新
任
） 

 
 
 

奥
条
区
・宮
ノ
奥
町 

 
 

 

齊
藤 

知
江
子
（
再
任
） 

 
 
 

下
佐
伯
区                 

大
石 

紀
代
美
（
再
任
） 

 
 
 

柿
花
区                    

稲
荷 

千
登
勢
（
再
任
・会
計
） 

 
 
 

太
田
区 

 
 

 
            

松
井 

 

務 
 

（
新
任
）  

《主
任
児
童
委
員
》 

 
 
 

中
部
地
区
全
域 

 
 

 
 

石
山 

耐
子
（
再
任
）   

 

な
お
、
平
成
二
五
年
十
一
月
末
で 

 
 

石
田 

冨
美
子
様
（
天
川
区
担
当
）  

堤 

鈴
代
様
（
太
田
区
担
当
） 

 
 

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

長
き
に
渡
り
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

薭
田
野
町
（
薭
田
野
小
学
校
区
）子
ど
も
「心
の
教
育
」推
進
委
員
会
が 

主
催
す
る
「歩
い
て
知
ろ
う

薭

田
野
町
」が
昨
年
十
二
月
二
三
日
に 

  

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
寒
さ
が
厳
し
い
な
が
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
竹
岡
亀
岡
市
教
育 

  

長
、
田
中
・桂
川
両
府
議
会
議
員
等
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
小
学
生
が 

 

多
数
参
加
す
る
中
、
バ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
餅
つ
き
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
が 

 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

子
ど
も
た
ち
は
、
午
前
九
時
の
開
会
式
参
加
後
、
上
佐
伯
出
山
地
区 

 

で
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
御
霊
神
社
に
於
い
て
の
ゲ
ー
ム
実
施
、
神
社 

 

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
て
餅
つ
き
大
会
に
参
加 

 

し
、
出
来
た
て
の
お
餅
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま 

 

し
た
。 

 
 

本
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
子
ど
も
「心
の
教
育
」推
進
委 

 

 

員
会
の
構
成
団
体
、
協
力
団
体
の
皆
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

薭
田
野
町
の
更
な
る
安
心
・安
全
を
守
る
た
め
、
平
成
二
五
年
末
の
、 

十
二
月
二
八
日
～
三
十
日
に
か
け
、
自
治
会
、
防
犯
推
進
協
議
会
、
消 

防
分
団
、

薭
田
野
駐
在
所
、
消
防
纏
会
及
び
各
区
が
一
体
と
な
っ
て
年

 

末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【警
戒
体
制
】 12

／
28 

12
／
29 

12
／
30 

・自治会３役・全正副区長 
・防犯推進委員・消防分団 
・消防纏会・駐在所 

・自治会３役・上佐伯区長 
・下佐伯区長・天川区長 
・柿花区長・奥条区長 
・防犯推進委員・消防分団 
・駐在所 

・自治会３役・上佐伯区長 
・太田区長・鹿谷区長 
・芦ノ山区長・西佐伯区長 
・防犯推進委員・消防分団 
・駐在所 

自治会動員体制 日 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・太田区 
・鹿谷区・柿花区 
・奥条区・芦ノ山区 
・西佐伯区 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・柿花区 
・奥条区・西佐伯区 

・上佐伯区・下佐伯区 
・天川区・太田区 
・鹿谷区・柿花区 
・奥条区・芦ノ山区 
・西佐伯区 

各区警戒体制 

  

年
末
特
別
警
戒
は
例
年
、
こ
の
三
日
間
に
、
亀
岡
市
全
域
で
実
施 

 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
八
日
に
は
亀
岡
市
及
び
消
防
本
部
か
ら
、 

 

湯
浅
副
市
長
、
竹
田
副
議
長
、
田
中
府
議
会
議
員
、
門
総
務
部 

 

長
、
林
亀
岡
消
防
署
長
、
中
井
亀
岡
市
消
防
団
副
団
長
の
激
励 

 

を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

関
係
各
位
に
よ
る
懸
命
の
特
別
警
戒
活
動
に
よ
り
、
無
事
に
新 

 

年
を
迎
え
る
事
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
年
末
特
別
警
戒
体
制
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
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消
防
出
初
式
を
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
平
成
二
六
年
一
月
十
二
日
） 

 

平
成
二
六
年
の
新
年
を
迎
え
、
最
初
の
行
事
で
あ
る
消
防
出
初
め
式 

が
、
一
月
十
二
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
午
前
九
時
か
ら
亀
岡
市
主
催
の
式
典
が
亀
岡
会
館
で
実
施
さ 

れ
、
昨
年
九
月
二
九
日
に
調
査
を
受
け
た
市
長
表
彰
「纏
（
ま
と
い
）」 

を
受
賞
し
ま
し
た
。
式
典
後
、
全
参
加
者
に
よ
る
市
中
行
進
、
南
郷
公 

園
で
の
一
斉
放
水
を
実
施
し
た
後
、
当
自
治
会
館
へ
戻
り
、
十
二
時
三
十 

分
か
ら
、
田
中
・西
村
両
市
議
会
議
員
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
自
治
会 

三
役
、
全
区
長
、
各
種
団
体
長
、
消
防
纏
会
等
出
席
の
下
、
「

薭
田
野
町

 

消
防
出
初
式
並
び
に
纏
表
彰
披
露
式
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
受
章
し
ま
し
た
「纏
」に
つ
い
て
は
自
治
会
館
本
館
正
面
玄
関
に 

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
成
二
五
年
度｢

心
の
教
育
」人
権
研
修
会
が 

 
 

 
 

 

開
催
さ
れ
る 

（
平
成
二
六
年
二
月
二
三
日
） 

 

平
成
二
五
年
度
「心
の
教
育
」人
権
研
修
会
が
平
成
二
六
年
二
月
二
三 

日
、
亀
岡
市
立
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
）に
於
い
て
竹
岡 

亀
岡
市
教
育
長
、
田
中
・西
村
両
市
議
会
議
員
を
来
賓
と
し
て
迎
え
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
の
開
会
式
に
引
き
続
き
、

薭
田
野
小
学
校
五
・六
年
児
童
に

 

よ
る
「狂
言
［菌
（
く
さ
び
ら
）］」、

薭
田
野
小
学
校
児
童
、
南
桑
中
学
校

 

生
徒
に
よ
る
「人
権
作
文
の
発
表
」で
感
銘
を
受
け
た
後
、
現
在
社
会
問 

題
と
な
っ
て
い
る
「少
年
犯
罪
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
弊
害
に
つ
い
て
」を 

テ
ー
マ
と
し
た
亀
岡
警
察
署
生
活
安
全
課 

早
川 

慶
様
に
よ
る
講
演
を 

い
た
だ
き
、
内
容
の
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
各
区
か
ら
五
名
程
度
、
学
校
関
係
・Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
、
各
種
団
体 

関
係
の
参
加
に
よ
り
総
勢
約
一
五
七
名
規
模
と
な
り
、
児
童
・生
徒
の
素 

晴
ら
し
い
発
表
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
亀
岡
警
察
署
の
講
演
に
よ
り
、 

青
少
年
の
防
犯
に
は
父
兄
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
取
組
む
事
の
重 

大
さ
を
改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「素
晴
ら
し
い
研
修 

会
だ
っ
た
」と
の
声
を
多
く
聞
け
ま
し
た
。 

 

薭
田
野
小
学
校
児
童
、
南
桑
中
学
校
生
徒
、
及
び
亀
岡
警
察
署
の
皆 

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

佐
伯
鉱
山
線
が
整
備
さ
れ
ま
す 

 

市
道
佐
伯
鉱
山
線
が
路
肩
の
崩
れ
等
で
道
路
幅
が
狭
く
、 

交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会
よ
り
拡
幅
要 

望
を
提
出
し
て
い
た
結
果
、
平
成
二
五
年
十
二
月
よ
り
工
事
が 

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
道
路
は
近
年
、

薭
田
野
町
か
ら
大
井
町
、
千
代
川
町
方
面

 

へ
の
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、
著
し
く
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
し 

た
。 

 

特
に
通
勤
・通
学
時
間
帯
に
於
い
て
は
非
常
に
危
険
な
状
態
と 

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

本
工
事
は
総
延
長
一
二
四
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
拡
幅
工
事
が
実
施 

さ
れ
、
完
成
は
平
成
二
六
年
三
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
り
交
通
の
安
全
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期 

待
し
て
い
ま
す
。 



小学児童集団登校中の列に車が突っ込むという痛ましい大事
故を教訓小学児童集団登校中の列に車が突っ込むという痛ま

しい大事故を 
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こ
れ
ま
で
は
手
狭
で
あ
っ
た
の
で
、
総
会
は
自
治
会
館
を
借
用
し
て
い
た
こ 

と
か
ら
出
席
者
数
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
多
数 

の
方
々
に
出
席
し
て
頂
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
平
成
二
五
年
五
月
二
六
日
に
集
会
場
の
披
露
を
し
、
七
月
よ
り 

毎
週
第
一
土
曜
日
に
老
人
会
の
集
会
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
老
人
相
互 

及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

各

区

の

動

き 
天

川

区 

◆
防
災
訓
練
を
実
施 

 

平
成
二
五
年
十
一
月
二
四
日 

天
川
区
児
童
公
園
に
於
い
て
防
災
訓 

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は

薭
田
野
町
消
防
分
団
の
協
力
を
得
て
、
区
民
一
二
十
余
名
が

 

参
加
し
、
①
初
期
消
火
②
土
嚢
作
り
③
放
水
演
習
が
本
番
さ
な
が
ら
に 

緊
迫
し
た
中
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
終
了
後
、
餅
つ
き
、
う
ど
ん
作
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
に
振
る 

舞
わ
れ
、
地
域
の
安
心
・安
全
の
推
進
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
の
推
進
が
図
れ
ま 

し
た
。
ま
た
今
後
、
緊
急
時
に
対
応
す
べ
く
非
常
用
備
蓄
米
の
耕
作
に
つ 

い
て
も
取
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

芦
ノ
山
区 

 

◆
集
会
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

以
前
は
と
て
も
狭
く
、
集
会
場
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
集 

会
場
が
、
前
区
役
員
と
町
内
有
志
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、
よ
り
広
く
新 

た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

着
工
は
、
未
だ
雪
が
ち
ら
つ
く
平
成
二
五
年
一
月
か
ら
休
日
を
返
上 

し
て
造
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

太

田

区 

上
佐
伯
区 

 

平
成
二
五
年
九
月
十
六
日
に
京
都
地
方
を
襲
っ
た
台
風
十
八
号 

に
よ
り
、
若
宮
神
社
境
内
地
が
崩
落
し
、
そ
の
場
所
か
ら
平
安
時 

代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
土
器
類
が
出
土
し
「若
宮
遺
跡
」 

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
崩
落
地
の
復
旧
に
際
し
、
当
自
治
会
、
亀
岡
市
教
育
委
員
会
、 

若
宮
神
社
協
賛
に
よ
る
、
土
器
類
採
集
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
平
成 

二
六
年
二
月
十
六
日
、
二
月
二
三
日
、
三
月
一
日
の
三
日
間
に
渡 

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
日
間
と
も
厳
寒
の
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
亀
岡
市
内
は
も
ち 

ろ
ん
の
こ
と
、
京
都
府
・大
阪
府
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
集
い 

ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
約
八
百
年
前
の
遺
物
に
触
れ
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り 

に
思
い
を
馳
せ
、
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を 

感
じ
て
い
ま
し
た
。 

◆
「『京
都
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
』二
〇
一
三
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
栄
え
あ
る
一
位
を
受
章 

 

太
田
区
「四
人
五
脚
」チ
ー
ム
は
「第
二
八
回

薭
田
野
町
民
大
運
動
会
（
Ｈ

 

25
・10
・13
）」で
優
勝
し
、
亀
岡
市
民
総
合
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
「京
都
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
二
〇
一
三
亀
岡
大
会
（
Ｈ
25
・10
・23
）」に
於 

い
て
一
分
四
二
秒
三
七
の
好
記
録
を
出
し
見
事
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
録
は
平
成
二
五
年
度
に
お
け
る
京
都
府
全
域
で
最
優
秀
記
録
と 

し
て
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
称
え
平
成
二
六
年
一
月
十
一
日
、
島
津
ア
リ
ー 

ナ
京
都
（
京
都
府
立
体
育
館
）に
於
い
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
山
田
京
都 

府
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

太
田
区
民
の
力
を
結
集
し
、
好
記
録
が
出
た
こ
と 

を
大
変
喜
ん
で
い
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー 

ツ
を
通
し
て
健
康
の
増
進
、
地
域
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
の
活
性
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◆
「若
宮
神
社
遺
跡
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
さ
れ
る 
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暗いところ、たて看板などとっさに身

を隠すものがあるところ。 
路地の入り口付近。 
民家の軒下、離れや倉庫の裏付近。 
物置、空き家など。 
駐車場、様々な場所が狙われるので注

意しましょう。 

空き家、物置などは鍵をかけ、破損

している箇所は修理する。外出や、

就寝時には戸締りを確認する。隣近

所で放火の防止について話し合いを

する。留守にするときは隣へひとこ

と声をかける。燃えるシートはかけ

ない。 

 

 

 
 平成26年亀岡市出初式が1月12日（日）に行われました。   
 薭田野分団は40名が亀岡会館での式典、南郷公園付近で
の市中パレードに参加致しました。昨年9月29日に調査を受
けさせて頂いた亀岡市長表彰『纏(まとい)』を、亀岡市長よ
り授与されました。 
 同日、12時30分より自治会館に於いて市議会議員、自治
会三役、全区長、各種団体長、消防纏会等の出席のもと、
「纏表彰披露式」を実施しました。 
 なお、「纏」は薭田野町自治会、玄関に飾っておりますの
で、ぜひご覧ください。 

荷物は置いたままにしない。 

燃えるゴミは指定袋で収集日の朝に 
出す。 
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か 

各
種
団
体
か
ら
の
お
便
り 

寄
せ
植
え
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
五
年
十
二
月
八
日
） 

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

三
十
人
に
「認
知
症
サ
ポ
ー
タ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
証
す
る
橙
色
の
腕
輪
を
授
与
さ
れ
る 

 
 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
を
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
で
、
各
町
老
人
ク 

ラ
ブ
よ
り
総
勢
三
十
名
の
参
加
を
得
て
平
成
二
五
年
十
二
月
十
六
日
、 

薭
田
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ビ
デ
オ
を 

視
聴
し
た
後
、
講
師
に
よ
る
認
知
症
の
実
態
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し 

た
。 

 

講
師
は
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
西
垣
久
敬
氏
で
、
同
氏
は

薭
田

 

野
小
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ
り
、
千
歳
町
「三
愛
の
里
訪
問
介
護
事
業 

所
」の
訪
問
介
護
管
理
者
で
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
認
知 

症
ケ
ア
ー
専
門
士
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
二
級
の
資
格
を
持 

た
れ
、
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
非
常
に
解
り
易
い
講
演
で
あ
っ
た
。 

 

亀
岡
市
役
所
か
ら
も
高
齢
福
祉
課
い
き
い
き
支
援
係
、
亀
岡
市
地
域 

青
少
年
育
成
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

本
年
度
最
後
の
廃
品
回
収
事
業
を
実
施 

 
 

 

年
間
五
回
計
画
し
て
い
る
う
ち
、
最
後
の
廃
品
回
収
事
業
を
、
平
成
二

六
年
三
月
九
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
年
も
事
業
収
益
で
小
学
校
図
書
、
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル 

活
動
費
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
次 

年
度
も
引
き
続
き
実
施
致
し
ま
す
の
で
ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
方
は
既
に
ご
承
知
と
存
じ
ま 

す
が
、
回
収
可
能
と
な
っ
て
い
る
物
は
古
新
聞
、 

古
雑
誌
、
ボ
ロ
布
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、 

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

回
収
作
業
が
ス
ム
ー
ス
に
実
施
出
来
る
よ
う 

に
、
シ
ッ
カ
リ
縛
っ
て
分
別
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

体
育
振
興
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催 

 

平
成
二
五
年
十
二
月
二
三
日
、
「歩
い
て
知
ろ
う

薭

田
野
町
」の
イ
ベ 

ン
ト
終
了
後
、
引
き
続
い
て

薭
田
野
小
学
校
体
育
館
に
於
い
て
、
町
民
ス

 

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

競
技
種
目
は
近
年
人
気
が
あ
る
「ド
ッ
チ
ビ
ー
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で 

行
う
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）」で
の
対
抗
戦
で
行
い
ま
し
た
。 

 

対
戦
は
二
グ
ー
ル
プ
に
分
け
、
リ
ー
グ
戦
を
実
施
後
、
グ
ル
ー
プ
で
の
順 

優
勝
＝
下
佐
伯
区 

 

準
優
勝
＝
柿
花
区    

三
位
＝
鹿
谷
区  

四
位
＝
上
佐
伯
区    

五
位
＝
芦
ノ
山
区 

 
 

六
位
＝
太
田
区 

七
位
＝
西
佐
伯
・天
川
区
合
同
チ
ー
ム 

 
 
  

八
位
＝
奥
条
区 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

位
に
基
づ
き
順
位
決
定
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
「子
ど
も
心
の
教
育
推
進
委
員
会
」の
事
業
後
で
あ
っ
た
こ
と
か 

ら
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
対
戦
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
職
員
の
出
席
を
得
て
、
参
加
者
全
員 

に
「認
知
症
サ
ポ
ー
タ｣

を
証
す
る
橙
色
の
腕
輪
を
授
与
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
と
は
、
特
別
な
事
を
す
る
の
で
は
無
く
、
認
知 

症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
有
す
る
人
材
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「認
知
症
に
な
ら
な
い
為
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良 

い
の
か
」と
の
質
問
に
対
し
て
、
誘
引
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
生
活 

不
活
発
症
が
あ
り
、
引
き
こ
も
り
や
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
趣
味 

を
生
か
し
た
り
、
運
動
し
た
り
、
様
々 

な
教
室
に
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的 

に
外
へ
出
て
交
流
す
る
方
が
良
い
」と 

の
話
が
有
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
に
よ
り
認
知
症
に
つ 

い
て
の
正
し
い
知
識
が
共
有
で
き
た 

こ
と
、
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
も 

教
え
て
も
ら
い
、
非
常
に
有
意
義
な 

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

今
年
度
も
、
園
芸
研
究
家
の
上
西
政
次
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、 

寄
せ
植
え
講
習
会
を
平
成
二
五
年
十
二
月
八
日
、

薭
田
野
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
準
備
さ
れ
、
参
加
者
五
四
名
は
上

西
先
生
に
活
発
に
質
問
し
、
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
。 

 

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
個
性
を
出
し
素
晴
ら
し
い
作
品
を 

作
り
上
げ
、
ま
る
で
展
覧
会
の
様
な
華
や
か
さ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
参
加
者
同
士
で
相
互
の
作
品
の
寸
評
等
を
話
し
合
い
、
楽 

し
く
、
和
や
か
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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友
愛
訪
問
活
動
の
実
施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
五
年
十
二
月
二
四
日
） 

編
集
委
員
長 

 

石
田 

武
夫
自
治
会
長 

 
   

編
集
委
員 

大
石
慶
明
（
自
治
会
）
・
美
馬
俊
男
（
自
治
会
）
・
中
島
重
明
（
交
対
協
） 

長
谷
川
富
男
（
防
犯
推
進
）
・
木
崎
貴
史
（
消
防
分
団
）
・
村
口
素
髙 

（
老
人
ク
ラ
ブ
）
・
藤
野
照
雄
（
民
生
児
童
委
員
）
・
齊
藤
孝
雄
（
地
区
社

協
）
・
吉
田
恵
子
（
青
少
協
）
・
塩
尻
知
己
（
体
振
）
・
小
西 

愛
（
子
ど
も

会
）
・
藤
本
泉
泰
（
亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）
・
髙
木
麻
希
（
亀
岡
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
） 

【編
集
後
記
】 

 

平
成
二
五
年
度
か
ら
、
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
自
治
会
広
報 

紙
「タ
ウ
ン
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行
で
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
い
か
が
で 

し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

広
報
紙
発
行
に
つ
い
て
は
、
全
員
未
経
験
者
で
構
成
し
た
編
集 

委
員
で
作
り
込
み
致
し
ま
し
た
の
で
当
初
、
年
四
回
程
度
発
行
す 

る
予
定
が
、
三
回
と
な
り
、
ま
た
誤
記
入
、
記
載
漏
れ
な
ど
、
不
備 

な
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
お
許
し
下
さ
い
。 

 

来
年
度
か
ら
は
、
少
し
で
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
取
り
組 

ん
で
行
く
所
存
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
内
容
等
で
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
自
治
会
へ
ご
連
絡
下 

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

    
 

 こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

◆
平
成
二
五
年
度
戦
没
者
追
悼
式 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
六
年
三
月
二
一
日 

広
告
募
集
中 
！ ！ 

薭
田
野
町
内
に
事
業
所
等
が
所
在
す
る
企
業
様
へ
広
告 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
・詳
細
内
容
及
び
掲
載
費
用
等
は
自
治
会 

ま
で
。 

パターン１ 

パターン２ 

パターン３ 

縦４．２ｃｍ×横４．５ｃｍ 

縦４．２ｃｍ×横６．０ｃｍ 

（注） 
・広告内容等は全て御社で 
 作成して下さい 
・自治会では一切、手を加え 
 ません 

（注） 
・広告内容等は全て御社で 
 作成して下さい 
・自治会では一切、手を加え 
 ません 

パターン４ 

パターン３ 

縦８．５ｃｍ×横６．０ｃｍ 

縦８．５ｃｍ 
   ×横４．５ｃｍ 

（注） 
・広告内容等は全て 
御社で作成して下さ 
い 
・自治会では一切、 
手を加えません 

（注） 
・広告内容等は全て御社で 
 作成して下さい 
・自治会では一切、手を加え 
 ません 

薭
田
野
町
自
治
会 

 
 

 
 

☎
〇
七
七
一―

二
二―

三
八
四
〇 

◆
新
年
度
の
行
事
予
定
は
、
現
時
点
未
定
で
す
の
で 

 
 

 
 

 
 

決
定
次
第
、
広
報
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

広告の応募待って 
いますよ～！！ 

 

薭
田
野
町
在
住
で
、
六
五
歳
以
上
の
一
人
住
ま
い
の
方
々
に
素
晴 

ら
し
い
新
年
を
迎
え
て
頂
く
一
助
と
し
て
、
民
生
・児
童
委
員
及
び

薭

 

田
野
小
学
校
児
童
の
協
力
を
得
て
、
友
愛 

訪
問
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

小
学
校
児
童
か
ら
の
「心
の
こ
も
っ
た
メ 

ッ
セ
ー
ジ
」を
添
付
し
、
納
豆
菓
子
、
新
米 

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
民
生
・児
童
委
員
の
皆 

様
に
よ
り
届
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

受
け
取
ら
れ
た
方
は
子
ど
も
達
の
メ
ッ 

セ
ー
ジ
に
感
激
し
、
お
礼
の
電
話
を
小
学 

校
に
掛
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
心
温
ま
る
贈 

り
物
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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